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要旨 

本アプリケーションノートでは、SH7450 グループ/SH7451 グループ(以下 SH7450)のダイレクト RAM アウ

トプットインタフェース(以下 DRO)とダイレクト RAM インプットインタフェース（以下 DRI）を使用して

データ通信するサンプルコードについて説明します。 
 

対象デバイス 
SH7450 グループ/SH7451 グループ 

 

本アプリケーションノートを他のマイコンへ適応する場合、そのマイコンの仕様にあわせて変更し、十分

評価してください。また、本アプリケーションノートの内容は動作確認済みですが、ご使用になる場合は最

新版のハードウェアマニュアルを参照し、十分な評価をしてください。 
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SH7450 グループ/SH7451 グループ DRO と DRI を使用したデータ通信 
 

1. 仕様 

本サンプルコードは、SH7450 のDROから出力するデータをDRIで取り込む動作をします。SH7450 評価

ボード(以下、評価ボード)1 台でのループバック通信と、評価ボード 2 台での評価ボード間データ通信の動

作が可能です。DROとDRIの初期化、DROデータ出力とDRIデータ取り込みは、評価ボードに搭載してい

るトグルスイッチで制御します。表 1.1に使用する周辺機能と用途を、表 1.2にトグルスイッチの制御内容

を、図 1.1と図 1.2に使用例を示します。図中に記載している端子の機能については、表 4.1を参照してくだ

さい。 
 

表1.1 使用する周辺機能と用途 

周辺機能 用途 
DRO(ダイレクト RAM アウトプットインタフェース) SH7450 の内蔵 SHwyRAM 上のデータを外部

に出力する 
DRI(ダイレクト RAM インプットインタフェース) パラレルデータを SH7450 の内蔵 SHwyRAM

に取り込む 
 
 

表1.2 トグルスイッチの制御内容 

トグルスイッチ 入力 制御内容 
"H" DRI 初期化許可 

S7 
"L" DRI 初期化禁止 
"H" DRO 初期化許可 

S6 
"L" DRO 初期化禁止 
"H" DRI データ取り込み許可 

S5 
"L" DRI データ取り込み禁止 
"H" DRO データ出力許可 

S4 
"L" DRO データ出力禁止 
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矢印：電源投入後の操作 (“H”レベル)

 

図1.1 使用例(ループバック通信)
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SH7450 グループ/SH7451 グループ DRO と DRI を使用したデータ通信 
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図1.2 使用例(評価ボード間データ通信) 
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2. 動作確認条件 

サンプルコードの動作確認条件について表 2.1に示します。 
 

表2.1 動作確認条件 

項目 内容 
使用マイコン SH7450 グループ/SH7451 グループ 
動作周波数 入力周波数：20MHz 

CPU クロック(Ick)：240MHz 
SHwy クロック(SHck)：80MHz 
周辺クロック(Pck)：40MHz 
周辺 A クロック(PAck)：80MHz 

動作電圧 PVcc=Vcc=PLLVcc=AVcc=5V、Vdd=1.5V 

動作モード シングルチップモード 
統合開発環境 ルネサスエレクトロニクス製 

High-performance Embedded Workshop Version 4.09.00.007 (以下 HEW) 
ルネサスエレクトロニクス製 
C/C++ compiler package for SuperH RISC engine family V.9.04 Release 00

C/C++コンパイラ 

オプション 
-cpu=sh4a -object="$(CONFIGDIR)¥$(FILELEAF).obj" -debug -gbr=auto 
-chgincpath -errorpath -global_volatile=0 -opt_range=all -infinite_loop=0  
-del_vacant_loop=0 -struct_alloc=1 -nologo 
(上記オプションは、HEW のデフォルト設定です) 

サンプルコードのバージョン Version 1.00 

使用する評価ボード SH7450 評価ボード (製品型名:R0K474504C000BR/R0K474504C010BR) 
 

3. 関連アプリケーションノート 

本アプリケーションノートに関連するアプリケーションノートを以下に示します。併せて参照してください。 

・SH7450 グループ/SH7451 グループ レジスタ定義ヘッダファイル(R01AN0190JJ0102) 

 

4. ハードウェア説明 

4.1 使用端子一覧 

表 4.1に使用端子と機能を示します。 

 

表4.1 使用端子と機能 

端子名 入出力 内容 
PH7/DDC07～PH0/DDC00 入力 DRI の入力データ 
PK5/DINC4 入力 DRI の入力イベント信号 
PH15/DROD7～PH8/DROD0 出力 DRO の出力データバス 
PL2/DROWR 出力 DRO の出力データストローブ 
PL7～PL4 入力 トグルスイッチ S7～S4 のレベル入力 
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5. ソフトウェア説明 

5.1 動作概要 

本サンプルコードは、SH7450 の DRO から出力する任意の 256 バイトデータ(本サンプルコードでは、

H'00～H'FF のバイトデータ)を DRI で取り込む動作をします。評価ボードに搭載しているトグルスイッチ

S7～S4 により、評価ボード 1 台でのループバック通信、および評価ボード 2 台での評価ボード間データ通

信の動作が可能です。トグルスイッチ S7 は DRI 初期化、トグルスイッチ S6 は DRO 初期化、トグルスイッ

チ S5 は DRI データ取り込み、トグルスイッチ S4 は DRO データ出力を制御します。以下にサンプルコー

ドで使用する DRO と DRI の設定概要、ループバック通信と評価ボード間データ通信について説明します。 
 

【注意事項】 
 本サンプルコードには、無限ループになっている箇所があります。実際の応用では、必要に応じて各

無限ループに制限時間を設定して、無限ループを抜けるような処理にしてください。 
 

5.1.1 DROとDRIの設定概要 
本サンプルコードで使用するDROとDRIの設定概要を表 5.1と表 5.2に示します。 

 

表5.1 DRO 設定概要 

項目 概要 
転送方式 ストローブ方式パラレル出力 
アクセス領域 SHwyRAM：H'1800 1000～H'1800 10FF 領域のデータを出力 
出力データ幅 8 ビット 
転送レート 10M バイト/秒 
ストローブ極性 "H"アクティブ 
タイミング調整 セットアップおよびホールドに 2Pck を選択 
割り込み要求 割り込み要求マスク(禁止) 

 

表5.2 DRI 設定概要 

項目 概要 
チャネル DRI チャネル 2 (以下、DRI2) 
DRI2 への入力 DINC4、DDC07～DDC00 端子 
動作周波数 80MHz (PAck = 80MHz) 

転送方式 クロック同期型パラレル入力  
アクセス領域 SHwyRAM：H'1800 0000～H'1800 00FF 領域にデータを取り込む 
データ取り込みバス幅 8 ビット 
イベントカウンタ 未使用 
バンク切り替え機能 DRI2 アドレスカウンタ 0 選択 
データ取り込みイベント DIN4 イベント検出 
データ取り込みエッジ 立ち下がり 
取り込みタイミング調整機能 デフォルト (イベントを検出した時点の PAck 立ち上がりエッジ) 
間引き制御機能 未使用 
特殊モード 未使用 
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5.1.2 ループバック通信 
評価ボード 1 台を使用してDROで出力した任意の 256 バイトデータをDRIで取り込みます。ループバッ

ク通信の操作手順と動作概要を以下に示します。図 5.1にタイミング図を示します。 
 
トグルスイッチ S7～S4 の入力レベルを"L"に設定して、評価ボードの電源を投入してください。電源投入後

は、トグルスイッチ S7、S6、S5、S4 の順に入力レベルを"H"にしてください。この操作を実施した場合のサン

プルコード動作を以下に示します。 
 

(1) DRI 初期化 
トグルスイッチ S7 が"H"レベルになると、以下の処理を一度実施します。 

 DRI へのクロック供給 

 DRI が使用するポートと制御部の初期化 

(2) DRO 初期化 
トグルスイッチ S6 が"H"レベルになると、以下の処理を一度実施します。 

 DRO へのクロック供給 

 DRO が使用するポートと出力制御部の初期化 

ポートの端子機能を DROWR に選択し、DRO ストローブ極性選択ビットを"H"アクティブに設定し

ます。この設定でデータ未出力時の DROWR は"L"レベルを出力します。 

(3) DRI データ取り込み許可 
トグルスイッチ S5 が"H"レベルになると、DRI をデータ取り込み許可に設定します。DRI のイベン

ト検出方法は、DRI 外部から入力される信号(DINC4)の立ち下がりに設定します。 

(4) DRO データ出力許可 
トグルスイッチ S4 が"H"レベルになると、DRO をデータ出力許可に設定します。 

(5) DRO データ出力/DRI データ取り込み (ハードウェアによる連続実行) 
上記(1)～(4)の処理を完了後、データの出力と取り込みを 256 バイト分繰り返します。 
DRO は DROWR の立ち上がりに同期して、DROD7～DROD0 から 256 バイトの SHwyRAM データ

を 1 バイトずつ繰り返し出力します。DRO は出力完了後、停止します。 
DRI は DINC4 の立ち下がりを検出すると、DDC07～DDC00 の 1 バイトのデータを SHwyRAM に取

り込み、256 バイト分繰り返します。DRI は取り込み完了後、停止します。 
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図5.1 ループバック通信のタイミング図 
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5.1.3 評価ボード間データ通信 
評価ボード 2 台を使用してDRO側評価ボードで出力した任意の 256 バイトデータを、DRI側評価ボード

で取り込みます。評価ボード間データ通信のスイッチ操作手順と動作概要を以下に示します。図 5.2にタイミ

ング図を示します。 
 
【DRO 側評価ボード】 

トグルスイッチ S7～S4 の入力レベルを"L"に設定し

て、評価ボードの電源を投入してください。電源投入

後は、トグルスイッチ S6、S4 の順に入力レベルを"H"
にしてください。トグルスイッチ S4 の入力レベルを

"H"にする前には必ず、DRI 側評価ボードのトグルス

イッチ S5 を"H"レベルにしてください。この操作を実

施した場合のサンプルコード動作を以下に示します。

【DRI 側評価ボード】 

トグルスイッチ S7～S4 の入力レベルを"L"に設

定して、評価ボードの電源を投入してください。電

源投入後は、トグルスイッチ S7、S5 の順に入力レ

ベルを"H"にしてください。トグルスイッチ S5 の入

力レベルを"H"にする前には必ず、DRO 側評価ボー

ドのトグルスイッチ S6 を"H"レベルにしてくださ

い。この操作を実施した場合のサンプルコード動作

を以下に示します。 

 (I-1) DRI 初期化 
トグルスイッチ S7 が"H"レベルになると、以下

の処理を一度実施します。 

 DRI へのクロック供給 

 DRI が使用するポートと制御部の初期化 

 (I-2) DRI データ取り込み許可待ち 
トグルスイッチ S5 が"L"レベルの間、DRI デー

タ取り込み禁止状態を維持します。 

(O-1) DRO 初期化 
トグルスイッチ S6 が"H"レベルになると、以下

の処理を一度実施します。 

 DRO へのクロック供給 
 DRO が使用するポートと出力制御部の初期化

ポートの端子機能を DROWR に選択し、DRO ス

トローブ極性選択ビットを"H"アクティブに設定

します。この設定でデータ未出力時の DROWR
は"L"レベルを出力します。 
 

 

(O-2) DRO データ出力許可待ち 
トグルスイッチ S4 が"L"レベルの間、DRO デー

タ出力禁止状態を維持します。 

 

 (I-3) DRI データ取り込み許可 
トグルスイッチ S5 が"H"レベルになると、DRI
をデータ取り込み許可に設定します。DRI のイ

ベント検出方法は、 DRI 外部から入力される信

号(DINC4)の立ち下がりに設定します。 

(O-3) DRO データ出力許可 
トグルスイッチ S4 が"H"レベル入力になる

と、DRO をデータ出力許可に設定します。 

 

  

(O-4) DRO データ出力(ハードウェアによる連続

実行) 
上記(O-1)～(O-3)の処理を完了後、DRO は

DROWR の立ち上がりに同期して、DROD7
～DROD0 から 256 バイトの SHwyRAM 
データを 1 バイトずつ繰り返し出力しま

す。DRO は出力完了後、停止します。 

(I-4) DRI データ取り込み(ハードウェアによる連続実

行) 
上記(I-1)～(I-3)の処理を完了後、DRI は DINC4
の立ち下がりを検出すると、DDC07～DDC00 の

1 バイトのデータを SHwyRAM に取り込み、256
バイト分繰り返します。DRI は取り込み完了後、

停止します。 
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5.2 ファイル構成 
表 5.3にサンプルコードで使用するファイルを示します。なお、統合開発環境で自動生成されるファイル

は除きます。 

表5.3 ファイル構成 

ファイル名 概要 備考 
dri.c DRI 制御プログラム  
dri.h DRI の外部参照用インクルードヘッダ  
dro.c DRO 制御プログラム  
dro.h DRO の外部参照用インクルードヘッダ  
main.c main 関数プログラム  
sh7450_iodefine_20100625.h SH7450 グループ/SH7451 グループ用レジスタ 

定義ヘッダファイル 
 

 

5.3 定数一覧 

表 5.4にサンプルコードで使用する定数を示します。 
 

表5.4 サンプルコードで使用する定数 

定数名 設定値 内容 
DRI_EVENT_NO_INPUT H'0 入力無効 
DRI_EVENT_RISING_EDGE H'1 立ち上がり検出 
DRI_EVENT_FALLING_EDGE H'2 立ち下がり検出 
DRI_EVENT_BOTH_EDGE H'3 両エッジ検出 
DRI_EVENT_DETECTION DRI_EVENT_FALLING_EDGE DRI イベント検出方法 

DRI_ACQUISITION_TIMING H'0 
データ取り込みイベント検出から 
データを取り込むまでの時間(PAck)

DRI_DST_ADDR H'1800 0000 
DRI で取り込んだデータを格納する

SHwyRAM アドレス 
DRI_INPUT_INCOMPLETION H'0 DRI データ取り込み未完了 
DRI_INPUT_COMPLETION H'1 DRI データ取り込み完了 
DRO_DRI_NUM_OF_DATA H'100 DRO/DRI のデータ転送回数 
DRO_L_ACTIVE H'0 "L"アクティブ 
DRO_H_ACTIVE H'1 "H"アクティブ 
DRO_STROBE_POL DRO_H_ACTIVE DRO ストローブ極性 
DRO_SETUP_TIME H'2 出力データのセットアップ時間(Pck)
DRO_HOLD_TIME H'2 出力データのホールド時間(Pck) 

DRO_SRC_ADDR H'1800 1000 
DRO の出力データを格納する 
SHwyRAM アドレス 

DRO_OUTPUT_INCOMPLETION H'0 DRO データ出力未完了 
DRO_OUTPUT_COMPLETION H'1 DRO データ出力完了 
EXEC_PROHIBITION H'0 実行禁止 
EXEC_COMPLETION H'1 実行完了 
PROCESSING_INCOMPLETION H'0 処理未完了 
PROCESSING_COMPLETION H'1 処理完了 
TOGGLE_SWITCH_S7 PORT.PLDR.BIT.PL7DR*1 PL7(トグルスイッチ S7)の入力 
TOGGLE_SWITCH_S6 PORT.PLDR.BIT.PL6DR*1 PL6(トグルスイッチ S6)の入力 
TOGGLE_SWITCH_S5 PORT.PLDR.BIT.PL5DR*1 PL5(トグルスイッチ S5)の入力 
TOGGLE_SWITCH_S4 PORT.PLDR.BIT.PL4DR*1 PL4(トグルスイッチ S4)の入力 

*1 ポート Lデータレジスタ(PLDR)(アドレス：H'FFFF 5D02)へのポインタ(SH7450グループ/SH7451グルー

プ用周辺機能レジスタ定義ヘッダファイルを参照)。 
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5.4 構造体/共有体一覧 

図 5.3にサンプルコードで使用する構造体/共用体を示します。 

  
typedef struct{ /* DRO 初期化パラメータを格納する構造体 */ 
    unsigned short usStrPol; /* ストローブ極性 */ 
    unsigned short usSetupTime; /* セットアップ時間 */ 
    unsigned short usHoldTime; /* ホールド時間 */ 
    unsigned long ulSrcAddr; /* 転送元 SHwyRAM アドレス */ 
    unsigned long ulNumOfData; /* 出力データ数 */ 
}DROINIT;  
  
typedef struct{ /* DRI 初期化パラメータを格納する構造体 */ 
    unsigned short usEvtDet; /* イベント検出方法 */ 
    unsigned short usDataAcqTime; /* 取り込みタイミング */ 
    unsigned long ulDstAddr; /* 転送先 SHwyRAM アドレス */ 
    unsigned long ulNumOfData; /* 取り込みイベント数 */ 
}DRIINIT;  
  

図5.3 サンプルコードで使用する構造体/共用体 
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5.5 変数一覧 

表 5.5にグローバル変数を示します。 

表5.5 グローバル変数 

型 変数名 内容 使用関数 

unsigned char gucDroInitFlag DRO 初期化フラグ 
0：実行禁止 
1：実行完了 

OutputInitCtrl 

unsigned char gucDroOutputStartFlag DRO データ出力開始フラグ 
0：実行禁止 
1：実行完了 

OutputEnableCtrl、 
ProcessingStatus 
 

unsigned char gucDriInitFlag DRI 初期化フラグ 
0：実行禁止 
1：実行完了 

InputInitCtrl 

unsigned char gucDriInputStartFlag DRI データ取り込み開始フラグ 
0：実行禁止 
1：実行完了 

InputEnableCtrl、 
ProcessingStatus 

unsigned char gucProcessingFlag 処理状態フラグ 
0：処理未完了 
1：処理完了 

main、 
ProcessingStatus 

DROINIT gstDroInitVal DRO 初期化パラメータの構造体 ParameterInitExec、
OutputInitCtrl、 

DRIINIT gstDriInitVal DRI 初期化パラメータの構造体 ParameterInitExec、
InputInitCtrl 

unsigned short gusToggleSW7Lv トグルスイッチ 7 の状態 
0："L"レベル 
1："H"レベル 

ToggleSWRead、 
InputInitCtrl 

unsigned short gusToggleSW6Lv トグルスイッチ 6 の状態 
0："L"レベル 
1："H"レベル 

ToggleSWRead、 
OutputInitCtrl 

unsigned short gusToggleSW5Lv トグルスイッチ 5 の状態 
0："L"レベル 
1："H"レベル 

ToggleSWRead、 
InputEnableCtrl 

unsigned short gusToggleSW4Lv トグルスイッチ 4 の状態 
0："L"レベル 
1："H"レベル 

ToggleSWRead、 
OutputEnableCtrl 
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5.6 関数一覧 

表 5.6に関数を示します。 

表5.6 関数 

関数名 概要 
ParameterInitExec 初期設定 
ToggleSWRead トグルスイッチ状態の読み込み 
OutputInitCtrl データ出力処理の初期化を制御 
OutputEnableCtrl データ出力処理の開始を制御 
InputInitCtrl データ入力処理の初期化を制御 
InputEnableCtrl データ入力処理の開始を制御 
ProcessingStatus 処理状態の取得 
DroInit DRO 初期化 
DroStart DRO データ出力開始 
DroOutputStatus DRO データ出力状態取得 
DriInit DRI 初期化 
DriStart DRI データ取り込み開始 
DriInputStatus DRI データ取り込み状態取得 

 

5.7 関数仕様 

サンプルコードの関数仕様を示します。 
 

ParameterInitExec 
概要 初期設定 

ヘッダ dro.h、dri.h、sh7450_iodefine_20100625.h、typedefine.h 
宣言 void ParameterInitExec(void) 
説明  トグルスイッチ S7～S4 が使用するポートの初期化、グローバル変数の初期化、

出力データの作成、データを取り込む SHwyRAM 領域を 0 クリアします。 
引数 なし 

リターン値 なし 
備考  

 
ToggleSWRead 

概要 トグルスイッチ状態の読み込み 
ヘッダ sh7450_iodefine_20100625.h 
宣言 void ToggleSWRead(void) 
説明  トグルスイッチ S7～S4 の入力レベルをポートから読み込み、トグルスイッチ

S7～S4 状態の変数を更新します。 
引数 なし 

リターン値 なし 
備考  
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OutputInitCtrl 

概要 データ出力の初期化を制御 
ヘッダ dro.h 
宣言 void OutputInitCtrl(void) 
説明  DRO 初期化フラグとトグルスイッチ S6 の状態により、DroInit 関数の実行を制御

します。 
 DroInit 関数実行完了後、DRO 初期化フラグを実行完了に設定します。 

引数 なし 
リターン値 なし 

備考  
 

OutputEnableCtrl 
概要 データ出力処理の開始を制御 

ヘッダ dro.h 
宣言 void OutputEnableCtrl(void) 
説明  DRO 初期化フラグ、DRO データ出力開始フラグ、トグルスイッチ S4 の状態に

より、DroStart 関数の実行を制御します。 
 DroStart 関数実行完了後、DRO データ出力開始フラグを実行完了に設定します。

引数 なし 
リターン値 なし 

備考  
 

InputInitCtrl 
概要 データ入力処理の初期化を制御 

ヘッダ dri.h 
宣言 void InputInitCtrl(void) 
説明  DRI 初期化フラグとトグルスイッチ S7 の状態により、DriInit 関数の実行を制御

します。 
 DriInit 関数実行完了後、DRI 初期化フラグを実行完了に設定します。 

引数 なし 
リターン値 なし 

備考  
 

InputEnableCtrl 
概要 データ入力処理の開始を制御 
ヘッダ dri.h 
宣言 void InputEnableCtrl(void) 
説明  DRI 初期化フラグ、DRI データ取り込み開始フラグ、トグルスイッチ S5 の状態

により、DriStart 関数の実行を制御します。 
 DriStart 関数実行完了後、DRI データ取り込み開始フラグを実行完了に設定します。

引数 なし 
リターン値 なし 

備考  
 

ProcessingStatus 
概要 処理状態の取得 
ヘッダ dro.h、dri.h、typedefine.h 
宣言 void ProcessingStatus (void) 
説明  DroOutputStatus 関数と DriInputStatus 関数を実行します。 

 処理が完了すると、処理状態フラグを処理完了に設定します。 
引数 なし 

リターン値 なし 
備考  
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DroInit 
概要 DRO の初期化 
ヘッダ dro.h、sh7450_iodefine_20100625.h、typedefine.h 
宣言 void DroInit(DROINIT* stDroInitVal) 
説明  DRO のクロックの供給を開始します。 

 DRO が使用するポートと DRO 出力制御部を初期化します。 
引数  第一引数：stDroInitVal：DRO 初期化パラメータを格納する構造体へのポインタ

リターン値 なし 
備考  DRO アドレスカウンタ（DROADRCT）レジスタに設定するため、構造体

stDroInitValのメンバであるulDstAddrの31ビット～19ビットと1ビット～0ビッ

トは、本関数内で 0 にします。 
 構造体 stDroInitVal のメンバである ulSrcAddr は、32 の倍数を設定してください。

 

DroStart 
概要 DRO のデータ出力開始 
ヘッダ dro.h、sh7450_iodefine_20100625.h 
宣言 void DroStart (void) 
説明  DRO の出力を許可します。 
引数 なし 

リターン値 なし 
備考  

 

DroOutputStatus 
概要 DRO データ出力状態取得 
ヘッダ dro.h、sh7450_iodefine_20100625.h、typedefine.h 
宣言 int DroOutputStatus(void) 
説明  転送回数分のデータ出力が完了すると、DRO_OUTPUT_COMPLETION (1)を返

します。 
 データ出力が未完了であれば、DRO_OUTPUT_INCOMPLETION (0)を返します。

引数 なし 
リターン値  データ出力完了のとき：DRO_OUTPUT_COMPLETION (1) 

 データ出力未完了のとき：DRO_OUTPUT_INCOMPLETION (0) 
備考  
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DriInit 
概要 DRI の初期化 

ヘッダ dri.h、sh7450_iodefine_20100625.h、typedefine.h 
宣言 void DriInit(DRIINIT* stDriInitVal) 
説明  DRI のクロックの供給を開始します。 

 DRI が使用するポートと DRI 制御部を初期化します。 
引数  第一引数：stDriInitVal：DRI 初期化パラメータを格納する構造体へのポインタ 

リターン値 なし 
備考  DRI2 アドレスカウンタ 0(DRI2ADR0CT)レジスタに設定するため、構造体

stDriInitValのメンバであるulDstAddrの31ビット～19ビットと1ビット～0ビッ

トは、本関数内で 0 にします。 
 構造体 stDriInitVal のメンバである ulNumOfData は、32 の倍数を設定してください。

 

DriStart 
概要 DRI のデータ取り込み開始 

ヘッダ dri.h、sh7450_iodefine_20100625.h、typedefine.h 
宣言 void DriStart(DRIINIT* stDriInitVal); 
説明  DRI 外部から入力される信号のイベント検出方法を選択します。 
引数  第一引数：stDriInitVal：DRI 初期化パラメータを格納する構造体へのポインタ 

リターン値 なし 
備考  

 

DriInputStatus 
概要 DRI のデータ取り込み状態取得 

ヘッダ dri.h、sh7450_iodefine_20100625.h、typedefine.h 
宣言 int DriInputStatus (void) 
説明  イベント回数分のデータ取り込みが完了すると、DRI_INPUT_COMPLETION (1)

を返します。 
 データ取り込みが未完了であれば、DRI_INPUT_INCOMPLETION (0)を返します。

引数 なし 
リターン値  データ取り込み完了のとき：DRI_INPUT_COMPLETION (1) 

 データ取り込み未完了のとき：DRI_INPUT_INCOMPLETION (0) 
備考  
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5.8 フローチャート 

5.8.1 main処理 

main

初期設定
ParameterInitExec()

トグルスイッチ状態の読み込み
ToggleSWRead()

データ出力処理の初期化を制御
OutputInitCtrl()

データ入力処理の開始を制御
InputEnableCtrl()

データ出力処理の開始を制御
OutputEnableCtrl()

処理状態の取得
ProcessingStatus()

処理状態

処理完了

処理未完了

データ入力処理の初期化を制御
InputInitCtrl()

 

図5.4 main 処理 
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5.8.2 ParameterInitExec処理 

ParameterInitExec

トグルスイッチ用ポートの初期化
PLCR2レジスタ ← H'0000 
    PL7MD～PL4MD = 000b

PLIORレジスタ ← H'0000 
    PL7IOR～PL4IOR = 0 

PKLVRレジスタ ← H'00E0
    

：PL7入出力～PL4入出力を選択 

：PL7～PL4端子を入力にする

：ポートL入力しきい値をシュミット入力、

    VT+＝0.70PVcc、VT-＝0.35PVcc に設定

グローバル変数の初期化
以下のフラグを実行禁止に設定します。

    • DRO初期化フラグ

    • DROデータ出力開始フラグ

    • DRI初期化フラグ

    • DRIデータ取り込み開始フラグ

処理状態フラグを処理未完了に設定します。

トグルスイッチS7～S4 状態の変数を"L"レベルに設定します。

DRO初期化パラメータの初期化

DRI初期化パラメータの初期化

出力データの作成

データを取り込むSHwyRAM領域

の0クリア

return

DROが出力するSHwyRAM領域のデータを初期化します。

本サンプルコードでは、H'00～H'FFの256バイトデータを作成します。

DRIがデータを取り込むSHwyRAM領域をH'00にします。

 

図5.5 ParameterInitExec 処理 

 

5.8.3 ToggleSWRead 処理 

ToggleSWRead

トグルスイッチS7～S4 
状態の変数を更新

トグルスイッチS7～S4の
入力レベルをポートから読み込む

return
 

図5.6 ToggleSWRead 処理 
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5.8.4 OutputInitCtrl処理 

OutputInitCtrl

DRO初期化フラグを

実行完了に設定

return

DRO初期化
DroInit()

DRO初期化フラグ

実行禁止

トグルスイッチS6 
状態の変数

“H”レベル

“L”レベル

実行完了

え 

図5.7 OutputInitCtrl 処理 

 

5.8.5 OutputEnableCtrl処理 

OutputEnableCtrl

DROデータ出力開始フラグを

実行完了に設定

return

DROデータ出力開始
DroStart()

DROデータ出力開始フラグ

実行禁止

実行完了

DRO初期化フラグ

実行完了

実行禁止

トグルスイッチS4 
状態の変数

“H”レベル

“L”レベル

 

図5.8 OutputEnableCtrl 処理 
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5.8.6 InputInitCtrl処理 

InputInitCtrl

DRI初期化フラグを

実行完了に設定

return

DRI初期化
DriInit()

DRI初期化フラグ

実行禁止

実行完了

トグルスイッチS7 
状態の変数

“H”レベル

“L”レベル

 

図5.9 InputInitCtrl 処理 
  

5.8.7 InputEnableCtrl処理 

InputEnableCtrl

DRIデータ取り込み開始フラグを

実行完了に設定

return

DRIデータ取り込み開始
DriStart()

DRIデータ取り込み
開始フラグ

実行禁止

実行完了

DRI初期化フラグ

実行完了

実行禁止

トグルスイッチS5
状態の変数

“H”レベル

“L”レベル

 

図5.10 InputEnableCtrl 処理 
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5.8.8 ProcessingStatus処理 

ProcessingStatus

DRIデータ取り込み開始フラグ

実行完了

return

データ取り込み状態

完了

処理状態フラグを

処理完了に設定

実行禁止

未完了

DROデータ出力開始フラグ

実行完了

データ出力状態

処理状態フラグを

処理完了に設定

完了

実行禁止

未完了

DRIデータ取り込み状態取得
DriInputStatus()

DROデータ出力状態取得
DroOutputStatus()

 

図5.11 ProcessingStatus 処理 
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5.8.9 DroInit処理 

DroInit

ポートのドライブ能力を設定

return

*1 X = 現在の設定値をリードし、リードした値をレジスタにライトします。

ポートの端子機能を

DROに設定

DRO動作モード設定

データ出力回数を設定

DROアドレスカウンタを設定

MSTPCR0レジスタ ← H'3C0X*1

    MSTPCR0KEYビット ←  H'3C
    DROビット ←  0

DROMODレジスタ ← 0
    DRORSTビット = 0

PLDSRレジスタ ← H'0000
    PL2DSRビット = 0

PHDSRレジスタ ← H'0000
    PH15DSRビット～PH8DSRビット = 0

PLCR1レジスタ ← H'0100
    PL2MD  = 001b 

PHCR4レジスタ ← H'1111
    PH15MD～PH12MD = 001b

PHCR3レジスタ ← H'1111
    PH11MD～PH8MD = 001b 

DROISTレジスタ ← H'00
    DROOCISビット = 0

DROIENレジスタ ← H'00
    DROIENビット = 0

DROMODレジスタ ← H'1105
    DROSUビット = 0001b 

    DROHDビット = 0001b

    DROSSLビット = 1 

    DROODSビット = 0

    DRORSTビット = 1  

DRODCTレジスタ ← H'0000 00FF
    DRODNUMビット = H'0 00FF
 

DROADRCTレジスタ ← H'0000 1000
    DROADRビット ←  H'0 1000

DROリセット

DROの
クロック供給状態

供給停止

供給中

DROクロックの供給を開始

：DROリセット

：DROWRを通常出力に設定

：DROD07～DROD00を
通常出力に設定 

 
：DROWR 出力（DRO） 

：DROD7出力～DROD4出力

を選択

：DROD3出力～DROD0出力

を選択

：割り込み要求ステータスを

0クリア

：DRO出力完了割り込み要求

マスク(禁止)

：出力データのセットアップ

時間に2Pck を選択

：出力データのホールド時間

に2Pckを選択

：DRO ストローブ極性に

"H"アクティブを選択

：DRO 出力データ幅に8 ビット

幅を選択

：DRO 動作許可 

：データ出力する回数を256回
に設定

  
：転送元SHwyRAMアドレスを 

H'1800 1000に設定

DRO割り込み要求ステータス

レジスタを0クリア

DRO割り込み要求許可レジスタ

を設定

 

図5.12 DroInit 処理 
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5.8.10 DroStart処理 

DroStart

データ出力許可
DROCNTレジスタ 
    DROOENビット ← 1

return
 

図5.13 DroStart 処理 

 

5.8.11 DroOutputStatus処理 

DroOutputStatus

return 
(DRO_OUTPUT_COMPLETION)

DROデータ出力状態

return 
(DRO_OUTPUT_INCOMPLETION)

データ出力完了

データ出力未完了 DROISTレジスタのDROOCISビットの読み出し：

   0：データ出力未完了

   1：データ出力完了

 

図5.14 DroOutputStatus 処理 
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5.8.12 DriInit処理 

DriInit

ポートの入力しきい値を

設定

ポートの端子機能を

DRIに設定

DRI2に入力する端子を設定

MSTPCR0レジスタ ← H'3CXX*1

    MSTPCR0KEYビット ←  H'3C
    DRI2ビット ←  0

DRI2TRMCNTレジスタ 
    DRSTビット ← 0

DRI2DCAPCNTレジスタ

    DCPENビット ← 0 

DRI2DCAPCNTレジスタ ← H'0000

DRI2DINCNTレジスタ ← H'0000
    DIN4EDビット = 00b 

DRI2TRMISTレジスタ ← H'00

PGLVRレジスタ ← H'00E0
    PHPIENビット ← 1
    PHSCSELビット ← 1
    PHSEL0ビット ← 1
    PHSEL1ビット ← 0

PKLVRレジスタ ← H'XXXE*2

    PKPIENビット ← 1
    PKSCSELビット ← 1
    PKSEL0ビット ← 1
    PKSEL1ビット ← 0

PHCR2レジスタ ← H'3333 
    PH7MDビット～PH4MDビット = 011b

PHCR1レジスタ ← H'3333 
    PH3MDビット～PH0MDビット = 011b

PKCR2レジスタ

    PK5MDビット ← 011b 

PDRIRレジスタ

    PDRI2MDビット ← 10b 

：DRIリセット

：データ取り込み禁止

：DRI2データ取り込み制御

   レジスタ初期化

：DIN4 イベント検出に入力

無効を選択

：割り込み要求なしに設定

：ポートH入力しきい値を

シュミット入力、

    VT+＝0.70PVcc、
    VT-＝0.35PVcc に設定

：ポートK入力しきい値を

シュミット入力、

    VT+＝0.70PVcc、
    VT-＝0.35PVcc に設定

：DDC07入力～DDC04入力

   を選択
 
：DDC03入力～DDC00入力

   を選択

 
：DINC4入力を選択

：DINC0～DINC4、
DDC00～DDC31 端子から

DRI2に入力 

A

*1 X = 現在の設定値をリードし、リードした値をレジスタにライトします(DRI2ビットは除く)。
*2 X = 現在の設定値をリードし、リードした値をレジスタにライトします。

DRIの
クロック供給状態

供給停止

供給中

DRIのクロックの供給を開始

DRIリセット

図5.15 DriInit 処理(その 1) 
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DRIへのデータ入力を許可

DRI転送制御の設定

イベントカウンタを設定

データ取り込み制御を設定

return

*1 必ず DRI2TRMCTレジスタがアンダフロー(H'0000 0000：カウント停止)した状態で行ってください。

*2 間引き制御機能を使用する場合は、適切な値を設定してください。

データ取り込みイベント数設定

DRIアドレスカウンタを設定

DRIアドレスカウンタの

リロード値を設定

イベントカウンタのリロード値

を設定

 データ間引き制御を設定

データ間引きイベントの選択

DRI2DDENレジスタ ← H'0000 00FF
    DD7ENビット～DD0ENビット = 1
 

DRI2TRMCNTレジスタ ← H'09
    ADSLビット = 00b
    ADMDビット = 1 
    DRST ビット = 1 

DRI2DCAPNUM ← H'100
    DCAPNUMビット = H'100

DRI2TRMCTレジスタの読み出し

DRI2ADR0CTレジスタ*1 ← H'0000 0000
    DRIAD0ビット = 0

DRI2ADR0RLDレジスタ ← H'0000 0000
    DRIAD0RLDビット = 0

DRI2DECiRLDレジスタ(i=0～5) ← H'0000*2

     リセット後の値(初期値)を設定

DRI2DECiCNTレジスタ(i=0～5) ← H'00*2

     リセット後の値(初期値)を設定

DRI2DSELCNTレジスタ ← H'00*2

     リセット後の値(初期値)を設定

DRI2DEVTCNTレジスタ ← H'00*2

     リセット後の値(初期値)を設定

DRI2TRMCTレジスタの読み出し

DRI2DCAPCNTレジスタ← H'0201
    DTMSLビット = 0000b
    DWRPRビット = 0
    DCPSLビット  = 10b
    DWDSLビット  = 00b
    DDSSLビット = 00b
    
    DEXSLビット = 000b

    DCPENビット*1  = 1 

：DD07～DD00入力許可

：DRI2アドレスカウンタ0 選択 
：リロードモード 
：動作許可

 
：データ取り込みイベント数を256回に設定

：0：アンダフロー

： 転送先SHwyRAMアドレスを H'1800 0000
     に設定
 

：DRI2ADR0CTレジスタにリロードする値を

    0に設定

：0：アンダフロー

：データ取り込みタイミングにデフォルトを選択 
：DCPEN ビット/ DEXSL ビット書き込み許可 
：取り込みイベントにDIN4 イベント検出を選択

：入力データバスに8ビットを選択

：DEXSLビットを"0"クリアするイベントに

禁止要因非選択を選択 
：DCPENビットを"1"にセットする外部要因に

外部要因非選択 を選択

：データ取り込み許可 

A

DRI転送カウンタの

アンダフローを確認

DRI転送カウンタの

アンダフローを確認

図5.16 DriInit 処理(その 2)
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5.8.13 DriStart処理 

DriStart

return

イベント検出方法を選択
DRI2DINCNTレジスタ ← H'0200
    DIN4ED = 10b ：DIN4 イベント検出に立ち下がり検出を選択

 

図5.17 DriStart 処理 

 

5.8.14 DriInputStatus処理 

DriInputStatus

return 
(DRI_INPUT_COMPLETION)

DRIデータ取り込み状態

return 
(DRI_INPUT_INCOMPLETION)

データ取り込み完了

データ取り込み未完了 DRI2TRMISTレジスタのDTRFISビットの読み出し：

0：データ取り込み未完了

1：データ取り込み完了

 

図5.18 DriInputStatus 処理 
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すべての商標および登録商標は、それぞれの所有者に帰属します。 

 



 

 

製品ご使用上の注意事項 

ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本文を参照してください。なお、本マニュアルの本文と異なる記載がある場合は、本文の

記載が優先するものとします。 
 

1. 未使用端子の処理 

【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 

CMOS製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用端子

を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI周辺のノイズが印加され、LSI内部で貫通電流が流れ

たり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用端子の処理」

で説明する指示に従い処理してください。 

2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 

電源投入時には、LSIの内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定です。 

外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子の

状態は保証できません。 

同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットのか

かる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 

3. リザーブアドレスのアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレスのアクセスを禁止します。 

アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレスがあります。これらのア

ドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしないようにしてくださ

い。 

4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 

プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてください。 

リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、ク

ロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子（また

は外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定してから切

り替えてください。 

5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、事前に問題ないことをご確認下さい。 

同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部メモリ、レイアウトパターンの相違などにより、特性

が異なる場合があります。型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実

施してください。 
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